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下.i!遺跡の揮，.1次発掘調護は.昨年8月 14日から 10日間.駄目考古学協金等再協力を得τ実

紘したのでゐqますが.期間中は天候に恵まれず、時には大雨に見舞わ托るなどしτ、調理量に参加

きれた方方には大変ζ普労をおかけLました.

Lかし、今回向調棄で多量的出土品と住陪鯵7倒、さらに、これに付属すると考えられるヲラス

ヨ状ピット 3伺を発見するなど.下縫遺跡向性格をいよいよ浮彫りにする ζ とのでき得たことは、

大きな成果と宙ゐなければなリません.

4 札もひとえに、減量t慣をはじめ書加害 tU~ 多〈町万万.ならびに、土地所有者である秋岡土地

開発株式会社内理解ある陥Hと、調査期間中宿泊所を提供〈だき?.何かとJ;-Itわいただいた秋田

カワサキ緩売株式全社、書騒告社 F ライブインあ~た、書らに絶元何人迭の心ゐたたまるζ援助的

たまも向1:~草〈感謝いた:1..てお q ます.

本概報告刊1Tするにみた勺て、開妥結果をまとめて〈だ害。た富峻零時、鍋書勝夫前調査員に心

から務離を脅します.

つきましては‘専問寧はも%うんのこと、広〈一般市民がこめ概報を文化防保績のためにご活用

〈どきる二とをS多額いする次第でみ0ます.

£立証偽
晶画酔

昭和 47年 E 月

秋闇市教背亜鉛 山 忠 霊



企 ill跡的 11最

マ 滋跡的位置 S1/21， 遺跡の位混と現状

下略遺跡は 依I日市凶ソ小hl'J'、向雄下下提にある.

すなわち、軌国市から側近13号線量南 F1.、織山部

品を過ぎ-6と壬JU置がj)~.そよか勾 Æ，的 i臥立に人

1)桝へl.2Jcmはどへると執出 市金 4申で‘る手Ht民的

t織にmる.退陣はこの先織訴にある.JJ>羽本線臨

，小説躍tよ')~t，巨約 11m、秋田市の中央部よ り 浪商

約7...珂i立高にJうるψ

J宜跡的出約1.5k.. に I~Jに干山に世忠告発す品市抗告

見川企鉱物川と的合流慣がある

殺年前主で位.このt也捕'，-~I~q)fi地は畑地τあ勺

どが.現布は依田上I曹関琵株式会社が11収l-.n下

開発計州会進酌てJ;'人か ゥ τ 丹畑地Ij-~面目 rt坊

とfじしている.

~'H，二円at跡的他4二時;u出合f也に品加均所的遺

跡(-f，s破域されたむ的あ IJI ~税必 1 ている l叫

atifl'、の七地化そ内飽によっτ、将来f直線ホ此るよ

E がf・~~れるので、 l地係 )i1面的)jliの1品hを』主将

いしとい.u:，w
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遺跡の平面略図
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通網 {住居跡)についτ

鮪"骨住居榔

11. 14. 11号町一群中最も新らLい住居であることは、 M母量制J令 τ(14号よ ')4 -5圃滞い}

いる4とから明らかでめる. 1・8F. G町4グリ ?t内にあるζ司隔丸方形プランを成す佐局'1

6.9，. (N-5) xS.3.. (t:-W)向範囲で14号と南西賦で構触Lている古車分を除けば瑚IIlrt.

。ーム膚上面を曲ー15園切。込んで向良好技患である. 9・町小礁で情篤Lている右四炉で後進す

るIl号と同様でゐるが.周側何処土を詩編検#する と鴻織が瑚状Lτ$;')比綬的長期間記渡，て

事H続けられた結集によるも伺と考えられる.柱穴はM号と併用しており S本で床面は硬的で良師

会械111を呈する.

11112号住居跡

地表下15-3園前後師。ーム層上にある!I色土層ょ 9尭昆喜代た!.uせでゐるは色かかわらず比続

的制堂内明町会楕円形 t小拘影}的プランを示Lている.中央位11側内小幡圭内抗に記Lた石岡1>'

f: ~"S.6 m (N-5) X3.S.. ( t: -W ) の住居t!!濁~1i!する . U穴U東西に25- ‘ac..向穣 喜を

もう6，本日より .!iUJ!f:按設き Ilていたも町と 判断でiきる . ま '"~t沼恒øn~Jうる縫土(130...X10棚}

'j昧師より高〈 隣4費十晶 10号と111関性的ilIいらめと考えられる.

11113骨住居跡

10号北西都を切勺てlI{}t飾に位置しているこの佐官は、 8・H ・6グリ ?t内にあ')4m ( 

N-Sl X4.9.. (正-W)町やφ不箆影守備え方形舟プランを!i¥する.IJIIi石曲鑓を使用 1.J;::O 

向字ヨ耳石嗣炉話 、 本遺蹄曜-Ijる b拘でゐ る.~を努ロ と している (IJ位付H'10 二両炉u、軍

嵐縦訓~iI正前まで炉中に埋没 L ていた土絡を持ら去勺 止と考えられる問状組上向分布{を見ゼている.

aλ:1伊丹".;商事に 10-20...前後町小ピマトがN-S方向に記F唱している状態から..二時住騎跡1:2骨

する削仕切りt内線肢と増えて喜しっかえ古川 il!t与に北西宮に低得。，85or例日鰍をも っフラ λ ヨ状ピヮ

1 内底辺剖iが、住居酒織の骨量ぷ寸l~1:1':町緑町遺掃にJ;ける立純解明に役立つものと思4る.

11114号住居.

7'8Hむ舟47リヲト内1''''111号を切."構築された柄丸}j緑町7ランモ成す@その健闘は、

6.9 m (i'>-51 X6.0 m t.-WIでか跡は北西諮問慢:t/:11号内向~t寄ゅにある塚建lí' t 伺併

問であり ‘付近にゐる大別ピッ トt..:町住居肉貯産府地設と して41J削L.1..: L向であろし註穴1:印

刷 11'"車内様さを:1るピ vト6，ドを1:1!11J~た ι の と #え均 Jt Q~ 



.恥 匂... 

A 13号住居飾 ポール先繍 {宥}が北、 中央はli凶炉(1.&上写虞).北銅がフラスコ荻

ピ If手前は時号伎4奇跡E苦悩床蘭.東から写す.

'" 15・16号住居跡 ポール先端 {下 } が北、 I~号館陪跡を手前向16号佳明絡が切勺 τ構

-
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築事れているのが明瞭である.~tから等す.
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1113;1;調査的鎚縫旭区とLて8・H''';の 47 '} マト を網置した柑畢6.~ .. (1'1-5) X4.5 

--. 

m (I:;-WJ司防阿形プランf:.'1'する住.w陣内金授が明らかにさ'1~らがは理様1P 2 、石関が E 両

骨十 3..所存在し住居務中央~~良質な披土が分布して k') 、約半分崎両憤にわた勺て埴土艇がE車両

に桜慣 している在から.ヵ・{O.IJ 町民朗日貴重る '~.il;揮台 と ι て師事制作靴合成しん(jõ0跡で~.か 勺ん

ろう 0・. .+:主穴 I~周監に治って 8)ドであり. l'崎両にある採さま元則的Jにピッ トは貯蔵シLであろう.

Sた-tおと覇軍酋瑚壁付近にU悼をもっフラス コ状ピ，~ ~ 2 勺向袋状ピ 9 ト I~ 二 10号を始時 11.

15培とかなリ内高機的性怖をもっ直情でみろう.前者遺情的白幡町凶じ哲干の盛ゅよリと‘ 10号両

銅版画内自白伺.1.きと救弱害と から考え九ば抽号展び11号住騎陣情割高検に怠置されたも抑止与え
ていいであ4う.

年体加跡が13号によって切均れているた両両者間では、ニ向山号低餌的方が古いよとu宮-lJで

もない.特にこの住居跡内で1:11+1東嶋噌に携し、吹状耳飾と縄輔の，穏とみられる管状土制品.111 

凶フラスコ内からは土製品等が発見事九1:;t 
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察側色J_I胤剖

野':....e....-ム秘λ村中川引
議品切ーム

与:築防eliiltf4U') 2 
青島掲I!>(殿、"'''銚‘λlやや純・9

フラスコ状ピットじついτ

フラスコ状ピットは今回向調査で3閣発見

事札、本遺跡から合計5偶発見された二とに

なるe

ここ日飽示したフラスコ状ピ白少トは9A地

区で発箆幸抗えも司で、品仇t'l'失から*骨

L<Il館)に切った部分の断而闘でゐ晶.大き

寄は 1崎".口径お曲、頼後初個、底径 257

酬ある.賞焔色ローム層、その下向明補色。

ーム場企縫う、次円砂層的磁を床耐としてい

る.

I ".土
2 '"色。ーム
3 !眠拘色uーム

。 1m 

中に!!I!められた上はいh申る郷土町有機物質を歩〈含んだものである.ニの土をよく観察すると

図的ようにプロマタ状をなLていることがわか吟た.よ ζ に雄総できただけでこ札口吋内婦がある

同で‘立体的日限察するともっとj-(主ることが子怨寄れる.

また遺物1:土器務千発発されたどけである.

ゆ号住尉跡内に発見書托たものは深さ 17Scooo、口径 150棚、 績筏 l曲師X7畑、、艇をt3師団はど

ある.中から完全に近い土器3倒と有礼伺阪放土綬di'， (14頁}が出土した.

13号{土謄跡内に発見~ttたも何は滞在 19Oc111.口径叙畑、獄後創価.駿径21lScoooて¥中から土錦、

掛物櫨干と忠われるものが出土した.
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出土遺物について

{イ)石器

本遭跡的石器は18類史に分鮒きれるが

そ円他多数の不定型石製品(制服片~官}

IJ'出土している.構賢官芹18、打製おif'

齢、石線路、熊韮石終日、有韮石i撞18‘

縦型有匙26、自民明石匙6、石錐6、石iIl

2、石持』、砥石 1、門石 7、たとき石

6、石凪1.紡量産JjlJ、検状耳飾 1， I量

U15，特'*訂器6，総:t20M'，でみる.

量的に俗石織が71点.次に-I.í芹42.\~l:続

き両者向御告が全体的半分以上を不して

いる.全凶的に分布する縄文中期滞郷と

foiJ隙に狩組主主治を基盤と Lた日常を物語

うている.問者伺士部分は貢訟で紛小精

巧なものま始め広鉢製.有基提起Mなど

Jl畢住i二宮む.ま1:.1;県磁石で作成ιてい

る7点は他温跡や原石分布地織との究晶

を;a'J<する点で興味漆い.I量者は緑泥片

岩.安山岩専で鎖、手停の2樋頼者各々

鱗巧にtL上げている.制妹石器とt:J_JK北

ー円に分布十る三角土製品と伴出する三

絢石緯3患と(:本遺骨で乙角土製品が6

点出土I.蝿'l:!:ri器 l点{(どを脅ttがこの穂町情性形態1$

石1ft押中央砂i慣が若手町内部を見ぜTいるも伺・点と合

hせ.そ伺使用目的や作成手段などを考える上で貴重官官

事十とむる

二うした石滋競I~ l!-9前近〈必物包宮耐(2・3宿}

よ刊尭見きれ11-U)，'，跡!.I、画面4・街t1しているむ

仰は紛で1，る炉、院Lて係11哨の石!r.i形態を

IJ~すネi量制。であ って、ょの地向.lIk根fI:的特t司

令もつ石撚ι少世〈ない.l鍋(tl



111刊号住居跡

13守的北舗に位積l.10"• F円 2グリ γ トにん品不接的情問形のプランを成す..t部は略号と問
機に完艇事札ていないため推定であるが8.8m (N-S) X5.5.. (E-W)の住居純翻を示す.

u穴は10個綾町4本位に嶋監に沿+小ピ'Yトを始時.やや大きめのピ γ トを滅伎として桜恨を架設

L-r: むのだうう.がは 16号内にある鹿鎌炉であ~ .その形態は事4母住居勝と問機である.荷崩s!

付活に胡片鎖的制緩片が掠状となって脊在していた.東鴎EまIJQーム層をlOe・織9込んだ明痛な慢

を成しているが、床部は全般的日鉄弱でめる.

11116骨住居跡

15号を切q込んでいるためζ同住居勝が濡らLい.濁3量的日続不足のため10・11，，'f'グり>~白

みではあるが、推定ι8m (N-S) X4.6 m (E-W)をもっ隊問形プ予ンを示寸住居跡であろ

う.中央車V北寄9にそ九-t'tt島Ult戸がみるが (土器調慢の15-20個内には焼土はな〈若干の凹み

をみせている状態1J.15号炉跡と同線)、その他6'栴にも娩土俵が礎存ιている.絵穴は北偶発掘

をまたねばならないが、~ら〈第 7号住居勝と問械に N-Sに各々比較的事事みのあるピ y トを相対

させ($棚は実測図中巳ある700m町小礎あるピマト} 且.W暢に添水位をIt(配:rさせる架設様

式を穏期したも町と考えら札る.

11117~住..

現在まで的所、本遺跡中段も西帯9に位置している住居跡で.12号と略々局レベルにめるが、ロ

ーム膚を録。込んでの4構築であるニと1:雛然としている.L かし‘長期間にuける客土作量産に加え.

北西に走品展道的留置によ~ ，)、礁が〈り込ま札ており、南京都を除いた筋量産且び金体プランなどは

不明である.ただ明らかなこ tlH4号鱒陵町活〈に地土娠がZヵ所h?床面に携した土器H圃悼ず

発見事丸、 与町佐藤跡tJ'費量初に梅築事九たli.14号-11号め家厳司E遣が拠能書札t~ ζ と U疑う余地

はないであろう.(鍋骨)

ヲラスヨ状ピット (9A) 
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... 11・14・17-サ住Jt.JrJI' ~ - '.7\;~量(布)が北 . ~ール上部~'ll ・ 14号の周st(W鋤}、子

摘はフラスコ状ピ-， 1、lU、ら写す.1i.慨は11号炉。

マ 1ま号住民時 右下が北.中央1:1石凶炉{左隅写真)> :ft:.j巨から写す.
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15. 16号住居跡



{ロ)土器

今組内調査で出土 ~f.ょ t路町民rl リ y ブ摘

で約 7箱はどである 出土地物的は企んどが

縄文時代中則的土昔罪である.二九 ら町土~11

下J是適時的地略的条(1ItJ.1'.，、いhゆる円筒系

の土告書とk水晶向上世帯.そ町他カちな今てい

る.

阿儲d果的 u告は円筒上層 b式土器を中心tニ

IiiJ <式土紛が出土しτいる。悶ぶしたL3買布

倒的土器は10守1主肘跡内フラスヨ救ヒットか

出土したも円で文織が刷締まで地された向

筒上層c式土器である.

大木系的士宮詰rt大木8・パ土訴を中心に大

水 7b.大々;:8 b式ム器が出ょしている.12 

貰下践に閃示した土器内右側のもの1，大*8

e式でゐり.&1帽のものU口給部がkけてい

るが大木8b式であゐ 1.

L3頁1A上段司土器以上記二車統的土器では

な〈、いわ申品北肢の土器である.ニ札，~故

山内情男氏カ吋首捕しむように{註J)当時的

文化倒的聞に究流の1， ">ιζ とを示す貴躍な

ものであゐう.¥iH堅〉

にノ

出土土器

S 1/2 

• E? 

JQ A区山」マー1:1器
S 1/4一一一一一一一一一g F区 111土土捺

8~・区 ttl土土器
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11号住居跡

出土土紛| 出土号10 

土俵

器梧跡

内
フ
ラ
ス
状
ピ

出土状 II
句，

ト

土製品おJ:tI'石製品の主なものは定に図示

したとおリでめる..tr.から有孔問販状土製品.

管3i..状的土製品、石製有孔制服.却と状茸飾で

ゐる.

有孔円販紙土製品11表裏に剰"文で孔を中

心に美し〈施主されている.よ〈見るとこれ

は四つの突起自ーがあリ.復/U-すると下図的よ

古になるものと，¥!.わ久的ずらしいb的でゐる.

f穏押}



下 S量売戸鯵一覧表

世騎尚 炉 if t草 革 Ilt 耳邑 鋼t 土 状態 {画 ~ 

tサ 石岡信 中 央
N-S 以lcm 炉内N側;ニ溶干 川順.fj10側、使ヰ少2・L
ビーW 49tm 

トー

2 3宅復炉 術i寄 qN-S .!Ckm 良野(J約白川 、自由官 土紛2耐. ~ '"守:!('L.t町1血i1'u
島;ー帆r118an 跡内に)<')、5η桶に気土み り

司

3 壊土炉 北越帯9
N-S 必1<10 F青1'1状、 組雌 ‘号伎府跡に切らIlている.
):.-、町 民k・ 雄主かな')似在

‘ 
糧事lll' 中 実 N-S 8晦・ H.き 8-1後B t器 1悩.1i飽UI;~ L、中仁川原宥

正-w 6!国 内状、 温司1'.'.良婦. 3・.-t向耐寄qι・t:l:1 n萌
5 石回炉 北西寄。

N-S 11仇m 1;ばら. 5冊目ど肉眼 他ι雌..11:ょ ・，)I二各々1'''0;ヴつ
t;-明 世抽 さ.中央'.tし 続土ゐ'1. 5-6個 'J・礎9情

一
6 焼土t戸 東南寄り

N-S 宮周 はは長方形状の到底卓、 -t町他性応陣内向北東都リに小娩
正-w 制倒 良野 {摩書4-5酬} 本、 111'昔あリ

一.

? ~ì闘t戸 南寄 '1 N-S 伽 m 中曽央と北よりに焼土. 5倒的川紙石、コ町q:虫、
五時w6T 事5幅 S側関口に土骨量21国

8 検土.tii S炉 央
N-S 2色調 比般的'1、さい問状 市野ゅに小波土.
ι-w J:同 車帯ゅに訟件処土

ー
9 " が !日リ

N-S 5&ョ 円状、 温奮を処土.!匹 8暗住瞬時との境界.土器I舗
正-w 富岡 事6情

10 • 中 央
N-5 23:畑 質古状'.t、も丹かな 9良鮮.硬 』側Uf')にι大き主焼土、土器針3
t;-W 1叙畑 、石関いもめゆ

11 石捌t戸 車寄・} N-S 120.鴨 娩;t21置、その中央11 小嶋10側、 l→務 l 儲 {底部~'~J 
E-¥'t'剖}f:tn 組議

12 " . N-S 3恥m 娩土少なL 北内俊に仇状的焼土 (70X120) 
t:ー噛 縄師 土器 t制 {使節をι.1111.原石3111 

日 ， 南寄 9 N-S 怯 . ゆ提を睦〈犬fiに鍵土. 甫偶2償ヴつ舟静壁、北倒的世U.
t;-唱 鶴岡 下方にをるにつれ篠少 10個師川原石

14 度痩炉 主軍寄') N帽 S 7b 原l ，.，b- ~L た縫土健闘 土審3個.西にlJt土
);-W 6Oao1JlH5-8圃 11号住結時肉に1，'J 

15 . ~t 寄 9
N-S 64<>0 円状、 まんべんな〈娩 ムG1 f困 {鹿怒主"L)中に川原有
区一W 剖k・土、良鮮 4側、 16号住居陣内にあリ

16 • 中 央
N -S 117，酬 隊問状、中央よりι繍 主僻 l側.そ町周聞は古形状に娩
ι-w 百lcm 〈燭閥まばら 土{O't... 5酬の〈はみ

17 焼土IP 提唱匹、 N-S 日棚 問状 制よ')r; 1均所の焼土
t;-W 窃 個 脱線 全指不可能

{舗曾}

嗣側々につい τt:上I!町企 U~ でゐるが.こ此をまとめてみると. 担土炉. 埋設!Þ.石闘い炉.

石田い伊+捜災悼の4つ肉帽舗に大測できる...:.hらのうら亀士1:rt向か {馳土11')と理設だけ骨

折(1星l!!~')は家野正t1氏や可児i!I'!:氏が指縛 しているよ?にのl噴い町削町石が持、去られたb町

と見る ζとも可憶でみる.ぞ うするとこの遺跡内申跡的基本的官邸Ij'lil補い炉と石聞い炉令J.'Il貨が

町ー~~でめ勺ん と考える二とがで#る.石聞い炉内ヨ置も 俸制に みる と都千円遣いがある町でこの点

目今後同課題そある. (宮町)



むすび

~4次ま て・の尭仮調量で縄文中則的快穴住掛昨日軒般必 L 1.;.守織の調官でまだま I!J<同作桝

岬が発見される ものと松"IlO. 4I' ~ で剥脅 し 、健越した It'.r;， 叫につい てその符僚 と l問題 引を列記

すると次的ようになる.

I 怯居跡が会τ重J!.'1)あ令ているニと.

二円ことから何時に存詐したt主婦時陪0・4・リ少な〈なる.Ioilー時期日存在した伎底峰穆ltア'jiJ;U 

水野正野氏専{主主 2) によ今 τ処唱 ~tlているが. ニ 舟週跨拘場合r:1a;維で必る拘でそ拘線 fll r:楠

噴に ι なければ~ら な い. 慌即時進んでいない現在終々 L (日常tt.'・いが.

5号住ー-3号f宇一-4ザ位 17号住一一14号佳一一11号a
的よう に班西線に沿ヲ 'Uoまい円1.::~ J 

8号ft-9サ{主 15~} H;- 16号住

向ように尚北線に沿勺止。餓草い町うごさ，とがみると思える.

2. 住居跡的プランは隅九J;AJと附同形.不!z円形などがんo.

よ向J二と U住居務向笠肉櫨U町仕方t関連がゐる.一二再迎韓両地合Uo-/..画を l.，~・ 9 と欄 9

下げて明穴住居務とした色町b'JI:曹に舎ない.浅いbのは月上同僚があ η、普通のι的でロームIii

"5佃町 3閣は ど属q 凹めた b 町.ゐるい Ij o ーム煽~床面と1.. 1" ~向が多い.プラ ン町 し 勺かり

L '" 4号住紹跡. 7'号住腐槻 LJザ怯16跡Ijll¥}l方形のも向である.ょのことからこのjft時的揖本

形は〈宵〉であったとJ思bれる.

1. 庭内総結とLてフラスコ状ピットtιつ住居跨があるζと.

'1買でふれたよ うにフラスコ状ピット1:今まで5情棺Ulている.ニ町中で信夫に住居'陣内に あ

。τ.その住窮轟の擁后でゐると断定できるの陪8号.10妙.13守i主婦障でゐo.他局9..地区発

且向も町、 SI!地区発昆の也のb住帰普門的地設でゐ.，1.ニ可能性が"ゐ.

90¥地反発見向断面図t且るとプロヲタ状に土が温められている.土壇IJ'プロッタ裁をなすニと

はー時にニ向 ピ マ与 が型車め ら れ舎か弓た結果rと忠 告 . こ町ことはフラスコ状ピッ ト 肉用途~ ..， え

るう止に大き企ヒン }に金品.寺IUI間的 'ねぐらJ (~t 3 )とするn見もあるが、ニの遺跡的嶋合1:1.

貯蔵火か.~戸に関係した {焼土官官(1 ) 土円借て穴 と考えた1jがよ き そう でゐる. <わし(1:1.本鰍

告で記したい.車内でもζ れと同じよう 世ピ vトが萱蝿沢民曜はじめ依田遺跨その他から発見事れ

ている.

4. t戸については綱紀したよ事~姐頗b'ゐるが.炉問他に層内に健主!HV火を使ゥたtli棒がある

oζe. 

二両他昨年町慨報でもふれたが{縫‘ }第4号住居跡にJ-;t..て吹上I'f7_ン{詮5)の帯在世認

めと4とを報告 したが、同様なパターンが上小阿仁村不動騒遺跡 (t主6)でも碍i1!した. こIlでほ

ぼ間遭い世〈 耽上パタ ーンが秋田1地方日於いてもみ勺たと断定 して よいと思、う。 (芭侵}



"~ I 山I'Ji古明 滋文土慌の年代~;IJ と地古月11

，~I: ? ホ野正~I 持定時代lUïIi研究への基Ltf(J~妹作

oif. 3 革開!俊一 日本軍総時代円午前についてのー考然 -7ラスコ，f/;'弘氏について E

，!1; 4 悦線下地i宜跡

ぬ5 11、時述雄 ~I軍兵~ ータウ;，. . 140.46遺骨にHける帆ムバター〆につ、。て

経伝 11日.11-16'1'7 fI -8月ιわた 今て調査 した.i1i制。でみる.

<-的飽 J，J!ftニュー タウンI車部綿布骨i皆、官

志村滝1龍 r城井。 日再利40'ド7月

発掘i主体秋間市教育議員会
枕刷巧古学 t~ 企

発悦期間 沼稲47年 8月M日司23臼 (lOf.H削)

ii1il華民何本考古学協全会民指民総骨
白旗考古学i岳会会開富幣務時
敬量学聞高等学校教諭鎖骨勝夫

参加者

依lB考古今位協合会員 五十官、苛郎幹;)1務総聞紙尭武石Jf. .k友俊，11

欣旧大学 研究'r. :;~山憲司 白野p，菅原俊行

学生 森山上- 1<-1基続編子 1.¥山貞子

立正大大学院 中谷}生

明治大学 i島海公子

日本大学 右郷阿波~

~足農業高等学校 教諭峻時在古生徒照崎俊英長谷川秀俊山内勲山内篠縛

今野努人 IAJ軍事年男 中車.It!規 柱口j前北 fがE長野陣j 背J原孝~~ )可緩久山l

t士郎北高等学校 教:fI中梓維昭止徒 佐必英曹子 凶口 邸阿部純子

~詰女子科大付続中尚等学校 教諭 H~悶明 f 生徒安野志佳干宇佐美由紀繰品と乙干

部損害茨下 保坂摂子 斉藤千保子 医松俗良志子 蕊悶とも子 1民間服干

敬重学凶均等学校 生徒小五礼子 縞場加代子宮崎香子藤崎高~.直下村側、子 鈴木幸1

草川真:嘗千 加見事誕壊二子 佐々木弘子 ，~'， 111提泌干 能後森干

秋閥初得.1;:子高等学校 殺諭伊藤久悦生徒 加融千鶴子 勝浦和F 小林美代子

時総集紀子

秋悶市立高等学使 教錨牧野途夫 生徒千華誕尾形真起子 伊藤俊子 佐々 木虫干子

稲庖悦干佐々木議人
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